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１．はじめに 

 十勝〜根室沖のこれまでの地震発生の特徴について，数値シミュレーションを用いた研究の立場

から見直す．特に，再来間隔や規模の変化，すべり様式の変化に着目する．その上で，既存のモデ

ルで説明できる現象と，説明できていない現象を抽出するとともに，それらに関連して，今後この

地域を対象として検討すべきことを述べる． 

 

２．十勝〜根室沖における地震発生やすべり様式の特徴 

 十勝沖においては，1952 年と 2003 年に M8 クラスのプレート境界地震が発生したことが知られ

ている．両者のすべり域は，少なくとも十勝沖では重なっており，同じ領域が繰り返し地震を発生

したと考えられている１）．しかし，それ以前に遡っての繰り返しはよくわかっていない２）．1952 年

の前が 1843 年の地震だとすると，再来間隔が倍半分で変化したことになるが，十勝沖の同じ領域で

地震を起こしたかどうかが明確ではない（図１）．さらにその前は，津波堆積物によって知られてい

る 17世紀の十勝〜根室沖にまたがるM8後半の地震まで遡ることになる．また，根室沖については，

1894 年と 1973 年に M8 前後のプレート境界地震が発生したとされているが，その前は 17 世紀の地

震まで遡る．一方，厚岸沖（十勝と根室の間）においては，1952 年に加えて，1843 年の際も津波波

源となっている可能性がある２）．なお，17 世紀〜19 世紀にかけて M8 クラスの地震が本当に起きて

いなかったかは分からない．また，17 世紀の大津波と同様な津波は，それ以前も間欠的に繰り返し

てきたと考えられているが，その再来間隔は 100~800 年とばらつきが大きい３）． 

 また，地震性すべりの広がりや余効すべり域の広がりが地震毎に変化する．2003 年の地震後には，

地震時のすべり域を取り囲む領域で余効すべりが発生した４）．その余効すべり域のうち，厚岸沖に

当たる領域は 1952 年には地震性すべりを生じた領域であり，また 17 世紀の大津波の波源域もそこ

を含むと考えられている２）．つまり，2003 年の余効すべり域が，別の地震の際には高速すべりを生

じていたことになる．一方，海底地殻変動データを考慮すると，2003 年十勝沖地震の余効すべり域

は海溝軸付近までは広がっていないことがわかっている５）．この領域は，1952 年の際に，津波イン

バージョンから大きいすべりがあると推定された場所に相当している６）．また，相似地震の震央分

布と比較すると，一部（Uchida et al., 2009７）の領域 J）を除くと，相似地震が発生していない領域に

相当している．図２にこれらの位置関係を並べた． 

 

３．地震発生サイクルモデルにもとづく考察と今後の課題 

 上記のような多様なすべり様式は，階層アスペリティモデル８）で定性的には説明可能である．すな

わち，大津波領域で特徴的すべり量が大きいことで破壊エネルギーが大きく，その内部に 2003 年の

地震性すべりを起こした特徴的すべり量（ならびに破壊エネルギー）の小さい領域が含まれると考え
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る．そうすると，破壊エネルギー大領域が数百年毎に M8 後半の地震を繰り返す間に，2003 年や 1973

年クラスの地震とその周囲での余効すべりや海溝付近のすべり残りが生じたことが少なくとも説明

できる．また，大津波領域を部分的に破壊する 1952 年や 1843 年のような地震を説明するには，破壊

エネルギーが中程度の領域を仮定することになる．その空間的な広がりを定めるには，実際のジオメ

トリで地震サイクルの計算を行って，それに伴う津波などを観測データと整合させる必要がある． 

 一方，17 世紀の大津波イベントの後，数十年間に渡りゆっくりとした地殻変動が北海道東岸で生

じ，プレート境界深部での余効すべりで説明できるとされている９）．また，地震前には沈降が見ら

れている．こうした地震の前後数十年に渡るゆっくりした変動と，上述のような多様なすべりの振

る舞いを総合的に説明するためには，媒質の粘弾性を考慮したモデル化が必要であろう．特に，17

世紀の地震前の沈降と，現在進行している沈降との関係を明らかにすることが，次の地震を考える

上で，重要な課題と言える． 

 また，相似地震が抜けている海溝に近い領域７）は，東北地方太平洋沖地震での大きなすべり域と

類似の性質を持っている可能性がある．したがって，今後，海底地殻変動観測によってすべり遅れ

の進行を把握するとともに，この領域での過去のすべりの広がりを再検討する必要がある． 
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第１図 千島海溝における津波波源域の時空間分布２）. 
Fig. 1 Space-time diagram of the 17th through 21st century great earthquakes along the Kuril trench２）. 
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第２図 (a)2003 年十勝沖地震の余効すべり５）．赤線は余効すべり域の縁．(b)2003 年および 1952 年

十勝沖地震時のすべり１）．(c)相似地震発生域７）． 
Fig. 2 (a) Afterslip distribution of 2003 Tokachi earthquake５）. (b) Coseismic slip distribution of 2003 and 

1952 Tokachi earthquake１）. (c) Repeating earthquake distribution７）. 
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